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１２月１３日、本情報編集委員を中心に、東日本大震災・原子力災害伝承館、大熊町新庁舎、東京電

力廃炉資料館、特定廃棄物埋め立て情報館を見学した。（資料1）

伝承館は到着早々

に「語り部口演」を

聞くことになった。

前半は紙芝居形式で

地震発生から被災、

復興に向けた「菜の

花プロジェクト」の

取り組みまでの語り。

その後語り部の実体験が話された。しかし、何故

か心に響かない。もっと本人が被災してここまで

生きてきた経験を聞きたかった。他の展示物は最

新の大型ディスプレイ機器で見事に表現されてい

る。が、映し出された映像からは被災者の苦しい

心まで感じられなかったのは私だけだろうか。

脱原発情報は 228 号

を数える。福島原発

が産声をあげたころ

から発行している。

その長い歴史を振

り返ると貧しい双葉

地方の希望の光とし

て輝く原発と、その

運転とともに数多く

発生した機器トラブ

ル、被ばく事故、さらにその隠ぺいがある。原発

中枢の圧力容器すら配管溶接個所のひび割れや燃

料棒の切断事故など重大事故を幾度となく起こし

た。その修理やメンテナンス作業によって労働者

・技術者が被ばく、白血病やガンで死亡したこと

が書かれている。この度の大災害は震災がきっか

けとなったが、その予兆は原発の操業時から始ま

っていた。ブラックアウトを

回避出来たはずのディーゼル

発電機は大事故前にも故障し

高台への移転が検討された事

さえあった。国会でも取り上

げられたのにそこまで対策し

ていては原子力産業は成り立

たないと切り捨てた。政府は

我々の命より原発を選んだのだ。アメリカのスリ

ーマイル島原発事故やチェルノブイリ原発事故の

時は見直すチャンスだったが、なにも学ばなかっ

た。この時の選挙では推進派が票を増やした。今

の生活のため将来の危険を飲み込んだのだ。

（資料２）旧双葉町の玄関口には「原子力明る

い未来のエネルギー」と書い

た大きな看板があった。この

看板は町が老朽化を理由に撤

去し今は町の倉庫に眠ってい

る。標語発案者の大沼さんは

伝承館に展示するよう要請し

たのだが大き過ぎるからと断

られた。伝承館の入り口にこ

の看板が掲示されていたらど

んなにインパクトがあったろ

う。住民の期待と生活と破滅の歴史が詰まってい

るからだ。放射能に汚染され錆付き朽ち果てよう

としている看板だ！家だ！街並みだ！避難バスで

人間の尊厳も看取りもなく死んでいった犠牲者

だ。伝承館の違和感・・・地獄の底に落とされた

悲しみもない、怒り、憎しみもない、反省もない。

伝承館は未来に何を伝えるのだろう。 （斉藤）

何を伝えたいの？ 疑問だらけの伝承館

（資料1）５０数億円をかけた立派な伝承館だが・・・

（資料２）過去の誤りと看板の保存を訴え続ける大沼さん
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12 月 12 日の朝日新聞に、県民健康調査検討委員会長星北斗座長は「甲状腺がんの放射線影響は証拠

ない」「検査のあり方実態を見つめ議論」と書いてあった。早い話が「学校検査をやめるべき！」とい

う事だ。

その２日前、福島県議会の一般質問で、小児

甲状腺検査の見直しを質した県議会議員（紺野

長人県民連合・社民）がいた。 その内容は「学

校 単 位 検

査 は 強 制

的」「数ミ

リ に も 満

た な い が

ん を 検 出

し 手 術 を

している」

「 検 査 に

よ り 負 担

を 強 い て

い る 」 と

星 座 長 と

重 な る 問

題 を 質 し

て い る 。

これを見て「小児甲状腺がん問題は新たなステ

ージに入ったな！」と思った。「新たな！」とは、

様々な角度から甲状腺がん検査を止める発言を

することで「放射線障害の証拠がない」として、

全ての問題に“幕引きを図ろうとする思惑”が

あるように思える。 2006 年 11 月から今日まで

佐藤雄平知事、内堀雅雄知事になって福島県の原

発に対する基本姿勢は“原発問題は我関せずのお

もむき”で「初期被ばくの隠ぺい秘匿」「小児甲

状腺がん発生の因果関係の否定」だけが際立って

いる。

（資料３）は、それを取り上げた既報 No147

（2012.10.28）である。タイトルには「この笑顔の

影に何が…広がる県への不信と疑惑！」とある。

左端の新聞記事には 2012 年９月、原発周辺 13

市町村の幼児 38,114 人の内、一定以上のしこり

が見つかった２次検査対象者 186 人の中の 1 人か

ら、甲状腺がんが見つかり、県民に大きな不安が

広がったとある。

ところが９月末開催、第８回検討委員会の直前

に県庁内で

秘密の準備

会 を 開 催

し、早々と

「原発事故

とがんとの

因果関係は

ない」と因

果関係を否

定するシナ

リオまで作

っていたこ

とが判明し

た。

佐藤雄平

知事は 10 月

10 日の県議会で、「疑念を抱かせかねない行為が

あったことは県民の皆さんに申し訳なかった」と

して運営の見直しに言及した。

そして今後、検討委員会に外部委員を追加して

客観性を高め、定期的に開催するという方針を示

している。

小児甲状腺がんの発生から８年…「悪性疑い」

と診断された子どもは、今年３月まで 246 人にも

なっている。

通常、小児甲状腺がんは 100万人に 1 ～ 2 人程

度とされるが、すでに 200 人が手術を受け（内 1

人が良性）甲状腺がんと確定している。しかも

この人数が全てではない！！２次検査で経過観

察となり、保険診療に移行した人は、その後、

甲状腺がんと診断されても公表データには含ま

れない。

（資料４）は郡山市を拠点に活動している小児

徹底的に見捨てられた初期被ばく
～新しいステージに入ったか小児甲状腺がん～

（資料３） 「福島県に対する不信と疑惑！」を伝えている既報Ｎｏ147
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甲状腺がん患者と家族、支援者による支援組織「あ

じさいの会」の

パンフレットで

ある。

そのメンバー

は、昨年６月か

ら３回にわたっ

て、福島県知事

宛に「県民健康

調査検討委員会

および甲状腺検

査評価部会の公

正な委員選出と運営に関する要望書」を提

出している。（資料５）

特に、検査のあり方や医療費助成の拡充

を求めている。写真は県民健康調査課と面

談した時のもので、その内の１回は患者

本人が自ら県交渉に参加

し発言している。

「私は検査で早く見つけ

てもらったから、今こう

していられるのです。見

つかった時には、すでに

神経に隣接していて、し

かも、検査のたびに腫瘍

は大きくなってきていま

した。子どもたちのため

にも検査を続けるべきで

す」自分の経験に基づいて淡々と

語りかけると、県職員のうち２人

は、身体を固くしながら真剣に話

を聞いていた。患者の声を聞くの

は始めてだという。

しかし、最も高い位置にある課

長は、いつもと変わらぬ態度で県

の立場を一方的に説明するばかり

だった。

彼女は、この態度に我慢できな

かったのだろう。「待ってくださ

い！私たちの話を聞いてください」

課長の言葉を遮り、こう語り出し

た。

「何としても、甲状腺がんの原因が何だったの

か…なぜ私が甲状腺がんになっ

たのか知りたいのです。甲状腺

検査は国策として進めてきた原

発事故があったから検査をはじ

めたんでしよ！だからキチンと

検査して、結果を公表する責任

が国と県にあるのではないです

か！」と訴えたという。（注１）

（資料６）を

見て欲しい。「地

域別に見た本格

検査の悪性と悪

性 疑 い の 発 見

率」である。

「避難区域 13

市町村 10 万人

に 53.1 人」「中

通り 10万人に 27.7人」

「浜通り 10 万人に 21.6

人」「会津地方 10 万人

に 14.4人」である。

これを（資料７）の放

射能の流れに重ねて欲

しい「避難区域 13 市町

村」と「中通り」「浜通

り」「会津地方」に流れ

ている。

彼らはこれを見ても「地域的

隔たりはない」と言うのか？

これほど多くの小児甲状腺が

んが発生するのには、その原因

があるからである。

それは言うまでもなく 2011 年

３月 11 日から始まる福島第一原

発過酷事故である。

チェルノブイリ原発事故では小

児甲状腺がんが多発し、驚きを

もって受け止められていた。（注２）

この問題はほとんど…全ての人

が知っていた。

（資料５）2019年９月、あじさい会ﾒﾝﾊﾞｰﾊは

「県民健康調査」検討委員会に要望書を提出

（資料４）あじさいの会

パンフレット

（資料６）地域別に見た本格検査の悪性、悪性疑い発見率

（資料７）2011年３月東日本汚染地図



- 4 -

特に、原発所在県ではひとたび事故が起これ

ば放射性ヨウ素 131 が膨大に放出され、甲状腺

は「放射性

ヨウ素」を

ヨウ素とし

て吸収して

しまい、甲

状腺がんに

罹患する原

因となる。

しかもヨウ

素 131 は、

半減期が 8

日と短いか

ら「安定ヨ

ウ素剤の服

用」「甲状

腺スクリー

ニ ン グ 検

査」（注３）の

対応は喫緊

の課題とし

て考えられ

ていた。

その証拠

が 右 上 の

「福島県立

医科大学議

事録要旨」

で あ る 。

ジャーナリスト（注４）が情報

公開によって得たもので３月

16 日から 20 日までの出来事が

記されている。

16 日には「20 歳未満は絶対

に服用するように…」と絶対

を付けて書かれている。

この段階までは県民の健康

・命を守る意思として急ピッ

チで対策準備が進められてい

たことがわかる。ところが 18

日に、山下俊一氏が講演をした後ではガラリと様

子が変わってくる。19 日には看護部以外の所属

職員にはヨードの配布を事細かに指示している。
こと

これは（資

料８）に「安

定ヨウ素剤

を飲んでい

た医師たち

の偽りの『安

全宣言』」に

掲載され大

きな反響を

呼んだのだ。

何故「看

護部以外」

に配布した

の か？ は、

今 後の 課題

と なろ う。

20 日には

原 子力 災害

伝 承館 の館

長 に就 任し

た 高村 昇教

授 も加 わり

県 幹部 と意

見 交換 を行

い 「市 民向

け に心 配な

い旨、話し

てもらう」

となった。そして「県の幹部と意

見交換を行いリスクアドバイザーに

依頼した」とも書かれている。そ

の後県内各地で両氏の講演会が行

われ放射能問題は心の問題にすり

替えられた。

（資料９）では、いわきの市民が

水を求め屋外で並ぶ姿が見られた。

これはいわき市ばかりではない…

これ以降、初期被曝は徹底的に見

捨てられ葬られたことを付け加え

ねばならない。（以下次号）

福島県立医科大学議事録要旨

３月 16日 製剤を全県民に配るのは不可能…（略）配布に当たって、年

午前９時 齢制限をかけるべき。40 歳以下へ、20 歳未満は絶対に服用す

るように。（略）

３月 18日 （山下俊一氏、福島県立医科大学で「今回の災害における子

午後６時 ども母親の安全・安心のため」と題した講演会を実施する）

３月 19日 看護部以外の所属職員、子どもに対するヨードの配布を会議終

午前９時 了後、所属に配布。使い方も添えて添付。飲むタイミングは本

部が指示する。

３月 20日 長崎大学山下俊一教授、高村昇教授が昨日、県の幹部と意見

午前９時 交換を行いリスクアドバイザーとして依頼、市民に向け心配ない旨、

話をしてもらう。 （色、下線、ゴジックは編集部）

（資料８） 当時、発行された週刊誌フライデーに「医師たちの偽りの安全宣言」が掲載

（資料９）３月、いわき市平で数珠つな

ぎになり水を汲む市民の姿が…
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再開後 57 回の東電交渉は 21 日、いわき市で開催され再三再四にわたり海洋投棄に反対するよう東電

側に求めた。その経過を伝える。

※２時間の交渉なので紙面の都合で割愛する。

１．①について

（東電）当社としては廃炉・汚染水対策を安全か

つ着実に進めて行くにあたり、リスク低減に向け

た安全対策の取り組みや、作業状況について地元

を始め関係者にしっかりと伝えて行きたい。情報

を正確に伝え、風評低減、流通促進のため努めて

行く所存である。

（諸団体）具体的な対策がゼロではないか！

②について

（諸団体）掲載されている防護服の写真は様々に

ある。それをキチンと伝えて欲しい。

③について

（東電）「炭素 14」は 62 種類の核種に入ってい

ない。結果取り除くことは出来ない。

（諸団体）識者の中には「これはペテン以外の何

物でもない。福島の核災害は核公害問題であり、

足尾鉱毒事件以降、日本において無数に生じてき

た公害事件と照合すると典型的な悪質公害物質排

出未遂事件と言ってよい」と主張する人物もいる。

（東電）しかし、告示濃度以下である。

２．①について

（東電）そう言う声を頂いたことを伝えたい。

３． ③について

（東電）有機物を除去することは可能である。一

方、トリチウムが有機化する場合においても生物

は通常の水素原子とトリチウム原子と区別するこ

とは出来ないので、周辺環境の同位体域で有機化

するため、そのような方法で除去したとしても、

ほんの一部に止まるため問題の解決にはならな

い。 (以下割愛)

東電交渉 再開5７回目

再三再四にわたり海洋投棄 止めよと要求！

【前回（2020.11.4）積み残し事項】

１．第一原発事故のトリチウム等タンク汚染水の海洋放出は実施しないこと。

①丁寧なプロセス、適切な対応とは具体的に何か？

②情報誌「はいろみち」の化学分析室業務に使っている防護服を示して欲しい。

③「炭素 14」について、規制庁議事録(第 72 回・同 79 回特定原子力施設監視・評価検討会）の不整合について

２．トリチウム等タンク貯蔵汚染水の処分について市民説明会を実施すること。

① 丁寧なプロセスを踏みながら適切に対応するという内容は何か？

３．トリチウムの分離技術の開発実用化、タンク貯蔵汚染水の大型タンク保管やモルタル固化保管など陸上保

管など更なる検討を行うこと。

①近畿大学の 2019年、分離技術の進捗状況について、東電の把握は？

②フランジタンク解体後タンク敷地はどのくらい可能か？

③二次処理の際、有機トリチウムは除去出来るのか？

４．その他の未回答項目について。

①米と黒毛和牛の賠償について。

②第一原発建屋滞留水を含めたトリチウム総量 2,069兆ﾍﾞｸﾚﾙのシﾐュﾚｰｼｮﾝは？

③汚染水の貯蔵管理及び処理費用は？

④第一原発作業員の外部被曝、月別集団線量。年によって変動を明らかにすること。

⑤Ｊヴレッジの原状回復工事の結果を報告すること。
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・
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耳
が
ロ
バ
の
様
に
大
き
く
て

ど
こ
か
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
だ
が

お
ま
え
も
り
っ
ぱ
な
原
発
犠
牲
者
だ

先
生
は
こ
の
犬
を
『
歴
代
の
雑
種
』
と
ほ
め
た
た
え
た

ラ
イ
よ

ラ
イ
よ

許
し
て
お
く
れ

段
ボ
ー
ル
箱
に
入
っ
て

雨
の
よ
う
に
降
っ
て
来
る
瓦
の
下
で

危
う
く
保
健
所
に
連
れ
て
い
か
れ
る
所
を

首
輪
を
は
ず
す
こ
と
が
で
き
ず

我
家
に
や
っ
て
来
た

共
に
恐
怖
に
震
え
耐
え
抜
い
た

う
す
汚
れ
て
二
枚
目
で
は
な
い
が

ラ
イ
よ

市
川
雷
蔵
フ
ァ
ン
と
し
て
は

お
ま
え
の
形
見
は
た
っ
た
ひ
と
つ

ラ
イ
ゾ
ウ
と
い
う
名
を
つ
け
て

飛
び
つ
い
た
時

着
物
の
裾
に
作
っ
た

日
に
何
度
も
「
ラ
イ
様
」
と
呼
ば
せ
て
頂
い
た

二
セ
ン
チ
ば
か
り
の
か
ぎ
裂
き

力
ば
か
り
や
た
ら
強
く
犬
小
屋
を
ひ
っ
く
り
返
す

「
コ
ラ
ッ
！
大
事
な
着
物
を
」
っ
て
叱
っ
た
け
れ
ど

ブ
ロ
ッ
ク
三
個
を
重
石
に
し
て
も
ひ
っ
く
り
返
す

お
ま
え
が
残
し
た
た
っ
た
ひ
と
つ
の
痕
跡

買
っ
た
ば
か
り
の
犬
小
屋
を

ま
な
ぐ
か
ら
熱
い
も
の
が
溢
れ

翌
日
に
は
バ
ラ
バ
ラ
に
分
解
す
る

枕
を
濡
ら
す

獣
医
師
の
前
で
は

と
た
ん
に
お
利
口
に
じ
っ
と
し
て
い
る

※
【
ま
な
ぐ
＝
ま
な
こ
・
眼
】

滋賀県に自主避難９年目

青田さん 自作の布絵と詩に込められた思いを…！
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編

集

後

記

今
回
、
改
め
て
過
酷
事
故
か
ら
始
ま
る
「
初
期
被
ば
く」
問
題
を
考
え
て
み
た
。

そ
こ
に
は
、
福
島
県
の
健
康
と
命
を
つ
か
さ
ど
る
、
は
ず
の
福
島
県
医
科
大
学
の
姿
が
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
。
長
崎
大
学
の
山
下
俊
一
・
高
村
昇
両
教
授
が
い
と
も
簡
単
に
同
大
学
を
牛

耳
る
姿
に
愕
然
と
す
る
。
そ
こ
に
は
「
県
民
の
健
康
・
命
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？
」
の
思
い
が

つ
の
る
！

「
そ
れ
は
お
か
し
い
！
こ
う
あ
る
べ
き
だ
！
」
と
疑
義
を
主
張
す
る
人
物
は
い
な
い

の
だ
ろ
う
か
？

い
た
い
け
な
子
ど
も
た
ち
、
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
を
思
う
時
、
胸
が
か
き

む
し
ら
れ
る
。

彼
ら
の
声
を
聞
き
、
考
え
て
い
る
と
は
、
と
っ
て
も
思
え
な
い
「
放
射
線
影
響
の
証
拠
が
な
い
」

な
ど
良
く
も
言
え
た
も
の
で
あ
る
。

「
検
診
を
止
め
る
べ
き
」
と
主
張
し
た
県
議
は
同
じ
よ
う
に
、
親
御
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
、
教

師
の
声
を
聞
い
た
と
は
と
て
も
思
え
な
い.

・
・・
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
足
止
め
口
止
め
さ
れ
、
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な
い
年
で
し

た
。
来
年
は
、
原
発
事
故
か
ら
１
０
年
目
、
心
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

(


